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１．梱包物の確認

この度は、アースニクス株式会社製ガンマ線（γ線）密度計をご採用いただきあり

がとうございます。

お使いになる前に、箱の中に次の物品が揃っているかご確認下さい。

① ＧＤシリーズ「検出器本体」

② 配管ホルダー（バンド付）、サイズは配管に合わせたものが入っています

③ 線源部（免除値以下の線源しゃへい体、およびシャッター機構付）

④ 専用工具、スペアボルト

⑤ ＦＵＳＥ（予備品）

※仕様により構成は異なりまので、不明点は営業部までお問い合わせ下さい。

１

３４

５

２
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２．配管ホルダーを配管に固定する

１）取付位置を決める。

最適な取付位置はプラントの運転状況によってそれぞれ異なります。本機は

「かさ密度計」のため、配管内が完全に充満している状態でないと正しい計測

が出来ません。したがって一般的には縦または斜め配管の上昇流部分にお取り

付け頂くことをお勧めしています。また流速が遅く、スラリー状の液体の場合

は配管の中心部分しか流れず、配管周辺は流体が動かないことがあります。

（２相流状態になっている）この場合は、出来るだけ乱流域にお取り付けいた

だくと良好な結果を得られる可能性が高くなります。具体的にはエルボー等の

近くで内容物が良く混ざる場所です。

やむを得ず水平配管にお取付になる場合は、計測中は必ず配管が充満状態に

なるようにご配慮下さい。なお、水平配管の場合は配管の真下にスケールや沈

殿物が溜まることがありますので、線源ビームが横方向に向くようにお取り付

けいただくことをお勧めいたします。

お勧めできません こちらをお勧めします

検出部

線源

線源ビーム

配管

沈殿物

（スケール）

線源ビームが垂直取付

検
出
部

線
源

線
源

ビ
ー

ム

配
管

線源ビームが水平取付

沈殿物

（スケール）
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２）配管ホルダーからＵ字型バンドを取り外す

本機は配管を３つのＵ字型バンドで固定する構造になっています。

先ず配管に取り付けるためにこのＵ字型バンドを取り外します。

赤いネジの裏側は配管サ

イズに合わせて削ってあり

ます。

このネジ（合計６本）が配

管に密着することで滑り止

めとなり、本機が取付後に滑り落ちたり回転したりする事態を防止する構造と

なっています。

Ｕ字型バンド

配管ホルダー

検出器側 線源ユニット側

赤または黄色のネジは

固定用のネジのため

ゆるめないでください

このプラスネジを

外します。

１つのＵ字バンド

に４本×３＝１２本

Ｕ字バンド取付穴滑り止め固定ネジ
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すべてのＵ字バンドを外します。

（赤いネジは滑り止めのネジですから

外さないでください）

次に配管への固定作業に移ります。

３）配管へ配管ホルダーを固定する

配管へコの字金具を当て、Ｕ字バンドで配管に締め付けていきます。

このとき、必ず２名以上で作業してください。

（支える方と、ネジを締める方が最低２名必要です。）

配管によっては溶接部分が膨らんでいるものがあります。その部分に線源ビー

ムがあたらないように注意して取り付けてください。

そしてＵ字バンドの締め付けを左右均等になるように締めて下さい。

（次のページの写真をご参照下さい）

コの字金具

配管

Ｕ字バンド

Ｕ字バンドを

プラスネジで

固定します。

コの字金具 配管

配管の継ぎ目
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悪い例：締め付けが左右均等でない 良い例：左右均等に締め付け

Ｕ字バンドはバネ性を持たせて締め付ける設計のため、完全に閉まりきるこ

とはありません。必ず少し隙間があきます。また、配管の規格や配管メーカー

の違いにより、配管には多少の外形寸法の違いがありますが、この隙間で吸収

する設計となっています。

配管を安定して固定するためには、この隙間を左右均等に締めて下さい。

４）配管ホルダーの固定状態の確認

以上で配管ホルダーの取付作業は完了です。

手でホルダーを揺すってみてズレたり、ガタ付いていないか、確認してくださ

い。

次にＧＤシリーズ検出器本体を取り付けます。

左右の間隔が異なっている
左右の間隔が同一
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３．ＧＤシリーズ検出器本体の取付

検出器本体を配管ホルダーへ取付けます。

今までの作業で取付けを

終了した配管ホルダーに検

出器本体を取付けます。

取付は安全のため、必ず

２人以上で行ってくださ

い。（重量があるため）

本体側面の取付穴と配管

ホルダーの取付穴を合わせ

て付属の六角穴付ボルト

８本で確実に締め付けてください。

８本の六角穴付ボルトを締め付ければ検出器本体の取付は終了です。

配管ホルダー

配管

検出器本体側面の六角ボルト

反対側にもあります
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４．線源部の取付

線源部は安全のため出荷時はシャッターが閉じた状態になっています。

シャッターはバタフライ式で、シャッターを開けてから装着します。

以下に最も被爆の可能性の少ない取付方法を説明しますので、この手順通りに作業

をされることをお勧めいたします。

１）線源部シャッターのネジを外す

シャッターはバタフライ式になっていて、裏返して固定する方式です。

正面から見た図 裏返した図

ネジを２本とも外すと黄色のシャッターブロックがフリー状態になります。

線源しゃへい体

シャッター

クローズの

状態

シ
ャ
ッ
タ
ー
・
ク
ロ
ー
ズ
の
状
態

持
ち
運
び
用
取
っ
手

線源部を裏返して

シャッターのネジを緩める
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２）線源部のシャッターを開く

前ページの状態でバタフライ式シャッターはフリー（固定されていない）状

態になっています。その状態から線源部を裏返しにして、再び表面を出します。

そして、下図の手順でシャッターを引き上げてください。

これでシャッターを開く作業は終了です。

線源部を表にして

床に置く。

こちら側を持ち上げて、

シャッターを開く

そのまま床に置く

バタフライ式シャッター

を止め付け金具の上に乗せる

ネジ２本でシャッター

を固定する

この状態では、

シャッターは開です

人のいる方向に

向けないでください
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３）線源部を本機に取り付ける

これまでの作業で線源部のシャッターは開いた状態になっています。

出来れば本機（本体部）に取り付けるまでは床等に置いた状態にしておき、人

のいる方向へ向けたりしないでください。なお、線源ビームは今までの作業手

順で実施した場合、床方向に向いていますので、周囲への漏洩はごく微量で極

めて安全です。

線源部は付属の８本の六角穴付ボ

ルトで固定します。左右４本づつ、

合計８本あります。最後に全体にガ

タつきや緩みがないかを実際に手で

揺すってみて確認してください。

組み終わった状態での周辺への漏

洩は極めて微弱なため、この状態で

は機器の全方向に対して安全です。

ただし、配管の掃除やメンテナン

スなどで配管内の線源部分に直接に

手を入れるなどの場合は、

短時間で終わらせるか、または棒などを使って直接人体が長時間線源ビームに

触れないようにご配慮下さい。長時間の作業が必要な場合は、線源部だけを取

り外して床等に置いてから作業すればさらに安全です。

取付が終わったら、配線作業をしてください。

検出器本体＋配管ホルダー

線源部を取り付ける

８本の穴付六角ボルトを締め付けて終了

線源ビーム中心

付属工具
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５．取り外し方法

本機の取り外し方法は、今までの説明の逆の手順で行うと一番安全です。

先ず線源部を取り外し、出来るだけ人のいない方向に向け、出来れば下に人がいな

い床等に置きます。次にバタフライ式シャッターを逆の手順で閉じれば、あとは放

射線に関わる部分で注意すべき点はありません。

検出部を取り外し、配管ホルダーを取り外せばすべての部材が取り外せます。

ネジを元通りに閉めたら、当社から送り出したときの梱包箱を使い梱包すれば、普

通の宅配便で送ることが出来ます。なお、箱がない場合は適当な箱を用意していた

だき、緩衝材で角打ちしないようなご配慮を戴ければ問題なく輸送できます。

シャッターを閉じてあれば、周囲の全方向への漏洩は極めて微弱なため、放射線

の漏洩に関しては特にご配慮いただく必要はありません。
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６．本機の放射線安全について

本機は、保管・輸送のために線源部のシャッターを閉じた状態、および使用のた

めに上記の手順に従って正常にお取り付けいただいた場合、機器表面での漏洩線量

は最大でも2.6μＳｖ／ｈと極めて微弱です。また機器から５０ｃｍ離れた場所では、

測定限界以下にまで漏洩線量は減少します。

あり得ない想定ですが、もしも作業者が本機に毎日３０分間、密着して作業をし

ていたとして、１年間の勤務日数を２４０日とすると、2.6×0.5×240＝312μSvと

なり、法令で定める一般公衆が１年間に被爆する限度値である１mSv/年間以下

（ 1000μSv/年間以下 ）よりも低いことになります。

なお、人は常に自然放射線（宇宙から飛んでくるもの ＋ 建物や地中から浴びる

ものの合計）は地域により若干の差はありますが日本国内では、約１～２mSv/年間

（ 1000 ～ 2000 μSv/年間 ）であり、これと比較しても極めて安全といえます。

ご参考

人が誤って、シャッターを開いた状態で、線源部が放置されていて、開口部（線

源ビーム側）に対して接するように１時間立っていた場合、最大で５０μSvの線量

を被曝することになります。

参考のために医療被曝の値と比較すると、胃のレントゲン１回は約６００μSvで

すから、誤って１時間、被爆してしまっても、胃のレントゲン相当で約０．１回分

であり、まったく問題のない数値であるといえます。

参考文献（「放射線 安全取扱の基礎」名古屋大学出版会 西澤邦秀・飯田孝夫編）

によれば、歯の検査３０μSv 、 胸部Ｘ線撮影５０μSv 、 胃の検査６００μSv 、

Ｘ線ＣＴ６９００μSv（ 6.9 mSv ）、を被曝するとされています。
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７．２台の密度計を近接して使用する場合の注意点

複数台の密度計を近接して設置する場合、相互干渉の可能性があります。

本機は極めて高感度な検出器を使用しているため、線源ビーム方向に発生してい

るガンマ線が近接している機器の検出器に入射する可能性があります。

近接して２台の密度計を設置する場合は下記の点をご配慮下さい。

①機器と機器の間を1.5ｍ以上離して下さい。

②1.5ｍ以上離せない場合はなるべく距離を離したうえで、線源しゃへい体同士を

背中合わせにしてお互いのガンマ線ビームが外に向くようにして下さい。

た だ し 取 り 付 け 位 置 を 変 更 し た 場 合 、 位 置 に よ り 二 層 流 の 発 生 や

配 管 の 肉 厚 違 い 、 キ ャ ビ テ ー シ ョ ン の 発 生 に よ る 影 響 を 受 け る こ と

が あ り ま す の で ご 注 意 下 さ い 。
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